
BOU☆HAN 対策～あなたのハートを守り隊～

日本大学法学部福島ゼミＣチーム

１．現状分析

・子どもが被害に遭う件数が京都府は全国ワースト３

・京田辺市では子どもの人口増加傾向にある。

２．問題提起

子どもが被害に遭う件数が多いにも関わらず防犯意識がゼロの状態

↓

防犯意識を芽生えさせる（キッカケを与える）

３．政策提言

そこで私たちは子どもたち中心の新しいパトロールを提案！！

その名も…

ちびパト戦隊たなベンジャ～☆

このパトロールの使命は警察のパトロールとは違い市民のパトロールであり、

その内容は防犯クイズを解きながら楽しくコースを見回り、

報告書としてマップを作成し、市民に広く報告することである！

4．具体的にパトロールの流れ

事前学習でキーワードチェック（入りやすい場所、見えにくい場所）

↓

腕章・パッチを装着し、ひやりはっとマップを持ってパトロールスタート！！！

↓

チェックポイントで防犯クイズに回答



↓

全てのチェックポイントを確認したらゴールへ

↓

ちびパトマップ作成（危険な場所、避難しやすい場所、コメントなどを記入）

↓

成績発表

↓

「お疲れ様会」実施

5．チーム編成

防犯の知識を持った防犯ボランティア・大人・子ども

中高生を中心に実行委員会を組織し前日までに準備し、当日は運営を行う

6.行政のかかわり方

前日まで…参加者の募集、ミーティング場所の提供、アドバイス

当日…運営の補助、アドバイス

後日…危険箇所に目印設置、完成したマップを地元広報に載せて市民に報告

7.政策の効果と将来的展望

参加者自らが見回ることで犯罪抑止に直接つながる。

ひとりひとりの防犯意識の向上・促進

地域の人を巻き込むことでつながりが生まれ地域ぐるみの防犯強化へ

⇒犯罪の起きにくい環境を醸成
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京田辺☆


